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当院では、入院患者さんの転倒転落防止対策に取り組んでいます。 

入院時より転倒・転落リスクアセスメントシートによる危険度の評価を行い、転倒防止に必要な療養

環境の調整や薬物（骨粗鬆症予防薬の投与）対策などを講じています。療養環境においては、低床ベ

ット、Ｌ字柵、ロック式オーバーベットテーブル、離床センサーなどの活用を行っています。 

 

2021年 11月には、各病棟に緩衝マットを導入しました。通常時は硬く転びにくく、転んだ時だけ

柔らかくなる「歩行安定性」と「衝撃吸収性」の両方を兼ね備えたマットです。特に転倒リスクの   

高い脳神経外科、整形外科病棟では、重症患者を管理する病室の床全面に緩衝マットを設置していま

す。2022年 12月現在、緩衝マット上での転倒骨折事例は発症していません。 

入院による生活環境の変化から、転倒転落の危険性が高くなるため、医療と生活の両面から転倒転

落予防の療養環境を整えていく必要があります。しかし、転倒転落を防止しようとするあまり、過剰

な行動抑止をすることは身体機能の低下（フレイル）をきたし、逆にその後の生活の質の低下に繋が

ります。転倒転落事故の発生をゼロにすることは出来ませんが、それを不可抗力と捉えるのではなく、

患者自身が安定した行動ができるように支援しつつ、併せて転倒転落防止を考えなければなりません。 

当院では、患者・家族と共に転倒転落のきっかけとなる危険要因の回避を図り、事故防止に取り組む

上で、転倒時に衝撃緩和のための緩衝マットの必要性を感じ、今回の導入にいたりました。 

 

緩衝マット導入とともに、看護部とリハビリテーション科によるラウンドを開始し、より適切な 

療養環境になるように取り組んでいます。無形の効果として、緩衝マット上での転倒骨折が防げる

だけでなく、理学療法士を含め多職種の転倒予防意識が向上したことや、ケアする看護師の心身の

負担が軽減したことも評価され、現在、累計設置面積が約134平米となり、急性期病院において 

日本で一番、緩衝マットの設置面積が広い病院となっています。 
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